
～Ｈ２５．１０．１６　防災操作図～
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累加雨量131mm

10月16日 9時20分

ダム流下量 ９m3/s

ダムに流れ込む水の量を最大で

「２０３m3/s」貯めて、ダム下流の

川の増水を緩和しました。

・ダムがなければ、自然の川と同じ

で、１時間に２１２m3/sの水量が下流

に流れていったことになります。

放流口 EL296.50m

0時

１時間当り最大17.9mm（８時）

（水を下流へ流す施設）

貯水池の水位

10月14日 10月15日 10月17日10月16日

0時

10月16日 9時20分

最大流入量２１２m3/s

洪水時最高水位 ＥＬ306.50ｍ

貯水池の水位は、雨が降り出して

から約１．９ｍ上昇しました。

・ダムに水を貯めることで、ダム

下流の川の増水を緩和しました。

西根下堰　ダムによる防災操作の効果
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ダムによる調節後の水位

ダムが無かった場合に比べ「約０．４ｍ」

低く抑えることが出来ました。


